
令
和
四
年
度

修
士
論
文
・
卒
業
研
究
題
目
一
覧

修

士

論

文

日
本
文
学
・
日
本
語
文
化
専
攻

『

二
十
四
の
瞳』

の
受
容
を
め
ぐ
っ
て

ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
は
ど
の
よ
う
に
形
成
さ
れ
た
か

奥

村

瑠

花

｢

鹿
鳴｣

の
日
中
比
較

『

万
葉
集』

と

『

文
選』

を
中
心
に

佐
久
間

有

美

歴
史
文
化
専
攻

国
衆
論
の
有
効
性
に
つ
い
て

�
橋
北
条
氏
の
政
治
的
展
開
と
御
館
の
乱
に
お
け
る

甲
斐
武
田
氏
の
動
向
の
検
討
を
通
し
て

田

澤

大

樹

織
田
政
権
の
地
域
支
配

大
和
国
を
中
心
に

小

澤

唯

卒

業

研

究

大
池
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

『

蘭
亭
序』

が
最
高
傑
作
た
る
所
以

安

藤

裕

基

漢
字
か
な
交
じ
り
の
書
の
可
読
性

清

水

香

名

勝
亦
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

『

紫
式
部
日
記』

に
お
け
る
紫
式
部
と
女
房
社
会
に
つ
い
て

碓

井

絢

子

『

落
窪
物
語』

に
お
け
る
結
婚

兼

近

紗

希

『

大
和
物
語』

八
十
四
段
に
お
け
る
右
近
の
詠
歌

『

拾
遺
和
歌
集』

『

百
人
一
首』

と
の
比
較
か
ら

久

野

有

咲

『
蜻
蛉
日
記』

に
お
け
る
町
の
小
路
の
女
に
つ
い
て

妻
妾
の
立
ち
位
置
を
め
ぐ
っ
て

河

野

菜

摘

『

落
窪
物
語』
に
お
け
る
鏡
の
役
割

齋

藤

恵
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菅
原
孝
標
女
の

｢

白｣

の
色
彩
表
現

『

更
級
日
記』

を
中
心
に

酒

井

雅

『

蜻
蛉
日
記』

に
お
け
る
天
候
描
写
に
つ
い
て

佐

藤

楓

『

源
氏
物
語』
に
お
け
る
明
石
姫
君
論

｢

藤｣
と
の
関
わ
り
か
ら

鈴

木

春

野

『

落
窪
物
語』

に
お
け
る
三
郎
君
の
役
割

土

田

楓

花

『

伊
勢
物
語』

第
二
十
四
段
に
お
け
る

｢

弓｣

の
解
釈中

村

美

咲

『

夜
の
寝
覚』

中
の
君
考

冒
頭
部
分
の
展
開
と
他
者
の
視
点
か
ら

福

寄

陽

香

『

竹
取
物
語』

に
お
け
る

｢

月｣
松

本

明

後
藤
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

｢

鳥
肌
が
立
つ｣

の
使
用
実
態
に
つ
い
て

類
義
表
現

｢

さ
ぶ
い
ぼ｣

｢

肌
が
粟
立
つ｣

と
の

相
違
点
と
関
係
性

安

部

栞

奈

熟
語
・
慣
用
表
現
か
ら
見
る
色
の
イ
メ
ー
ジ
に
つ
い
て

井

澤

華

乃

｢

し
ん
ど
い｣

の
意
味
・
用
法
に
つ
い
て

｢

つ
ら
い｣

と
の
比
較
を
中
心
に

上

原

美

咲

お
笑
い
芸
人
の
芸
名
に
つ
い
て
の
研
究

小
野
田

雪

乃

オ
ノ
マ
ト
ペ

｢

わ
く
わ
く｣

の
意
味
・
用
法
に
つ
い
て

｢

ど
き
ど
き｣

｢

う
き
う
き｣

と
の
比
較
か
ら

桑

原

あ
ま
な

ポ
ケ
モ
ン
の
ネ
ー
ミ
ン
グ
に
つ
い
て
の
考
察

杉

原

知

紗

コ
ー
パ
ス
を
利
用
し
た
類
義
語
調
査

｢

の
ん
び
り｣

と

｢

ゆ
っ
た
り｣

の
差

須

原

奈

央

｢

微
妙｣

の
意
味
変
化
に
つ
い
て
の
研
究

田

渕

誓

也

二
葉
亭
四
迷
の
書
簡
文
に
お
け
る
文
体
差
と

言
文
一
致
運
動
の
関
わ
り

原

田

優

美

語
種
の
異
な
る
類
義
語
に
つ
い
て
の
考
察

｢

機
会｣

と

｢

チ
ャ
ン
ス｣

の
場
合

藤

澤

美

穂
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レ
シ
ピ
サ
イ
ト｢

ク
ラ
シ
ル｣

に
お
け
る
プ
ラ
ス
イ
メ
ー
ジ
を
持
つ

食
感
オ
ノ
マ
ト
ペ
の
使
用
実
態

｢
ク
ッ
ク
パ
ッ
ド｣

と
の
対
比

松

森

美

紅

｢

し
た
た
か｣
の
意
味
変
化
に
つ
い
て
の
研
究

水

野

し
お
り

酒
井
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

独
歩
と
芥
川
の
鉄
道
描
写
か
ら
読
み
取
れ
る
も
の

｢

窮
死｣

と

｢

歯
車｣
を
通
し
て

恩

田

十

和

｢

人
で
な
し｣

と
の
恋

土
蔵
か
ら
六
畳
間

川

上

陽
菜
乃

『

ホ
ー
キ
ー
ベ
カ
コ
ン』

に
お
け
る
春
琴
火
傷
事
件
と

『

春
琴
抄』

を
青
年
漫
画
と
し
て
描
く
と
い
う
試
み
に
つ
い
て

『

春
琴
抄』

の
映
画
化
作
品
と
比
較
し
て

佐

藤

梨

南

秘
密
の
花
園

｢

エ
ス｣

吉
屋
信
子
・｢

花
物
語｣

・
女
学
生

谷

奏

乃

『

赤
い
月』

に
描
か
れ
た
日
本
か
ら
牡
丹
江
へ
の
道
の
り

勇
太
郎
一
家
の
旅
路
を
追
体
験
す
る

谷

口

翼

『

孤
島
の
鬼』

に
見
る
江
戸
川
乱
歩
の
同
性
愛
表
現富

井

歩

未

『

二
十
四
の
瞳』

に
お
け
る
大
石
先
生
の

子
ど
も
た
ち
へ
の
向
き
合
い
方

平

木

里

咲

�
竹
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

物
語
に
お
け
る
安
倍
氏
と
清
原
氏

『

陸
奥
話
記』

と

『

今
昔
物
語
集』

巻
第
二
十
五

｢

源
頼
義
朝
臣
罰
安
陪
貞
任
等
語
第
十
三｣

等
の

比
較
か
ら

二

宮

由

樹

｢

中
将
姫
由
来
略
縁
起｣

と

｢

当
麻
寺
略
縁
起｣

本
文
の
成
立
背
景

堀

礼

音

中
川
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

豊
橋
市
立
図
書
館
を
通
じ
た
遠
隔
地
へ
の
サ
ー
ビ
ス
の
在
り
方

佐

原

規

嵩

豊
田
市
中
央
図
書
館
に
お
け
る

積
極
的
な
文
庫
購
入
に
つ
い
て
の
研
究

百
合
野

ひ
な
た
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福
井
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

比
喩
と
し
て
の
翁
ま
ろ

平
安
時
代
の
犬
イ
メ
ー
ジ
と
と
も
に

川

地

日

鞠

志
怪
伝
奇
に
お
け
る
輪
廻
転
生

家
畜
動
物
を
中
心
に

山

内

優

華

末
摘
花
に
み
る
女
性
観

六
条
御
息
所
と
の
比
較

渡

辺

涼

介

源
氏
物
語
の

｢

夢｣

移
り
ゆ
く
時
代
の
儚
い
希
望

広

瀬

瑞

稀

平
塚
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

西
三
河
方
言
に
お
け
る
命
令
表
現
の
使
用
範
囲

佐
々
木

優

里

新
選
組
を
題
材
に
し
た
小
説
に
お
け
る
登
場
人
物
の
言
語
的
特
徴

清

水

佳

乃

バ
ー
チ
ャ
ルY
ouT
uber

が
用
い
る
キ
ャ
ラ
語
尾
の
特
徴

宮

原

伶

於

岐
阜
県
方
言
の
推
量
・
確
認
要
求
表
現

山

本

和

実

人
工
知
能
に
よ
る
ボ
ー
カ
ロ
イ
ドP

｢D
E
C
O
*27｣

に
お
け
る

歌
詞
の
特
性

井

川

友

希

役
割
語
か
ら
想
像
さ
れ
る
発
話
キ
ャ
ラ
ク
タ
に
つ
い
て

伊

藤

沙

弥

ス
ポ
ー
ツ
漫
画
の
オ
ノ
マ
ト
ペ

北

岡

美

遥

短
い
発
話
に
お
け
る
役
割
語

ゲ
ー
ム『

ゼ
ル
ダ
の
伝
説
ブ
レ
ス
オ
ブ
ザ
ワ
イ
ル
ド』

を
例
に

田

中

美

佑

名
古
屋
市
内
に
お
け
る
多
言
語
表
記
・
や
さ
し
い
日
本
語
に
つ
い
て

中

村

志

帆

三
河
方
言
に
お
け
る

｢

だ
ら｣

等
の
使
用
に
つ
い
て古

澤

里

菜

異
な
る
社
会
的
立
場
に
お
け
る
人
物
の
言
語
的
特
徴村

瀬

志
帆
子

T
w
itter

で
使
用
さ
れ
る
新
語
の
特
徴
と
役
割

山

本

実

幸

広
瀬
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

中
田
敦
彦
の
人
気

安

藤

怜

南
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映
画

『

塔
の
上
の
ラ
プ
ン
ツ
ェ
ル』

に
み
る

新
た
な
悪
役
像
と
特
殊
な
親
子
関
係

梅

村

菜

月

｢A
3!｣

の
ラ
イ
ブ
展
開
か
ら
み
る
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
再
現

池

内

七

海

宝
塚
歌
劇
版

『
壬
生
義
士
伝』

と
原
作
と
の
比
較

大

島

優

『

君
の
名
は
。』

か
ら
み
る
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ンC

M

の
存
在
意
義

高

木

麻

里

漫
画
家
・
種
村
有
菜
作
品
の
コ
ラ
ボ
イ
ベ
ン
ト
に
お
け
る
特
異
性

田

中

直

パ
ク
リ
の
線
引
に
つ
い
て

パ
ク
リ
作
品
と
批
評
さ
れ
た

『

魔
女
の
守
り
人』

を
読
み
解
く

中

村

緋

隆

阿
佐
ヶ
谷
姉
妹
と
自
己
肯
定
感

平

山

歩

実

ク
ト
ゥ
ル
フ
神
話T
R
P
G

に
お
け
る
描
写
に
つ
い
て松

葉

千
太
郎

Y
O
A
SO
B
I
『

あ
の
夢
を
な
ぞ
っ
て』

と

そ
の
原
作
小
説

『

夢
の
雫
と
月
の
花』

の
比
較
研
究

横

山

祥

子

『

ア
ル
プ
ス
の
少
女
ハ
イ
ジ』

の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
イ
メ
ー
ジ
の
変
遷

吉

田

万
梨
那

西
嶋
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

映
像
技
術
を
活
用
し
た
メ
デ
ィ
ア
教
育
の
提
案

高
校
情
報
教
育
過
渡
期
の
新
た
な
支
援

尾

関

優

歌

刈
谷
市
・
知
立
市
に
お
け
る
公
立
高
校
の
広
報
活
動
の
提
案

松

原

久

美

Y
ouT
ube

を
利
用
し
た
民
放
ロ
ー
カ
ル
局
の
視
聴
者
投
稿
に

つ
い
て
新
し
い
形
態
の
提
案

浅

井

治

登

メ
〜
テ
レ
のSN

S

投
稿
に
つ
い
て
の
提
案

新
た
な
視
聴
者
層
を
獲
得
す
る
た
め
の
施
策

大

森

夕

菜

ア
ニ
メ
・
ド
ラ
マ
タ
イ
ト
ル
に
お
け
る
略
称
の
傾
向
と
有
用
性

菊

田

悠

真

ス
タ
ー
バ
ッ
ク
ス
コ
ー
ヒ
ー
と
比
較
し
た

大
学
生
対
象
の
コ
メ
ダ
珈
琲
店
の
新
し
い
在
り
方
の
提
案

愛
知
県
八
事
を
例
に

近

藤

瑠
美
果
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東
海
地
方
に
お
け
る
滞
在
型
図
書
館
の
実
態
の
調
査
及
び

照
明
の
調
査
か
ら
図
書
館
と
し
て
の
在
り
方
を
問
い
直
す

岐
阜
市
立
中
央
図
書
館
を
主
と
し
て

高

山

紗

希

世
代
間
交
流
を
活
発
化
す
る
イ
ベ
ン
ト
の
提
案

高
齢
者
と
小
学
生
の
ラ
ジ
オ
番
組
制
作

谷

井

咲

苗

ゲ
ー
ム
フ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
利
用
し
た

岡
崎
市
商
店
街
活
性
化
に
向
け
た
具
体
的
提
案
と
考
察

土

居

聖

良

金
融
業
界
に
お
け
る
好
印
象
な
選
択
制
企
業
制
服
の
導
入
に
つ
い
て

学
校
制
服
や
実
例
を
も
と
に

内

藤

優
理
花

推
し
活
を
利
用
し
た
チ
ッ
プ
制
度
の
提
案

推
し
活
に
よ
る
消
費
行
動
に
着
目
し
て

伴

映
里
佳

大
学
生
に
向
け
た
メ
デ
ィ
ア
・
リ
テ
ラ
シ
ー
教
育
の
提
案

ル
ッ
キ
ズ
ム
問
題
に
着
目
し
て

深

谷

美

月

容
姿
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
に
お
け
る
顔
出
し
し
な
い

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
投
稿
サ
イ
ト
の
有
効
性

松

尾

侑

香

放
送
局
に
よ
る
小
学
校
メ
デ
ィ
ア
・
リ
テ
ラ
シ
ー
実
践
教
育

動
画
制
作
を
通
し
て
発
信
者
と
し
て
の

メ
デ
ィ
ア
・
リ
テ
ラ
シ
ー
を
学
ぶ

横

井

百

花

一
宮
市
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
戦
略
改
善
の
提
案

子
育
て
支
援
の
観
点
に
フ
ォ
ー
カ
ス
し
て横

幕

玉

羽

宮
内
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

笑
い
を
表
現
す
る
ネ
ッ
ト
ス
ラ
ン
グ
の
用
法
に
つ
い
て

栗

田

朋

枝

小
説
作
品
に
観
る
〈
お
ネ
エ
こ
と
ば
〉

女
性
キ
ャ
ラ
と
の
比
較
を
通
し
て

間

崎

彩

名

小
学
校
国
語
教
科
書
掲
載
の
一
人
称
小
説
に
お
け
る

文
末
表
現
・
接
続
表
現
の
特
徴
に
つ
い
て

岩

田

光

央

断
り
表
現

｢

い
い｣

の
発
生
経
緯
に
つ
い
て

鵜

飼

悠

太

歌
い
手

｢

ま
ふ
ま
ふ｣

の
歌
詞
特
徴

岡

田

紗

歩

食
レ
ポ
の
表
現
方
法
に
つ
い
て

人
気
グ
ル
メ
リ
ポ
ー
タ
ー
の
共
通
点

黒

田

彩

未
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語
彙
分
析
を
用
い
た
近
年
の
楽
曲
歌
詞
分
析
調
査

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
流
行
を
ふ
ま
え
て小

林

香

澄

ジ
ャ
ニ
ー
ズ
ア
イ
ド
ル
グ
ル
ー
プ
の
歌
詞
変
遷

昭
和
・
平
成
・
令
和
を
比
較
し
て

笹

本

佑

美

漢
語
動
詞
に
見
ら
れ
る
ニ
格
・
ヲ
格
交
替
現
象
の
実
態
調
査
と
考
察

〈

勝
敗
の
対
象〉

を
中
心
に

新

兼

太

ラ
ノ
ベ
と
マ
ン
ガ
の
言
語
表
現
比
較

女
性
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
属
性
表
現
に
つ
い
て

玉

田

理

子

疑
問
符
の
使
用
に
関
す
る
媒
体
別
調
査

田

村

葵

小
学
校
国
語
教
科
書
に
み
ら
れ
る
役
割
語
の
特
徴
分
析

中

島

綾

奈
｢

ら
抜
き
こ
と
ば｣

の
実
態
と
意
識
調
査

中

根

知

哉

感
謝
・
謝
罪
表
現
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
と
表
現
性

牧

野

ひ
な
の

T
w
itter

に
お
け
る

｢

無
理｣

の
プ
ラ
ス
用
法
と

マ
イ
ナ
ス
用
法
の
使
用
実
態
に
つ
い
て

松

井

美
優
風

｢

る
言
葉｣

の
認
知
度
に
つ
い
て

年
代
別
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
よ
る

山

下

星

奈

宮
澤
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

漫
才
と
比
較
し
た

『

化
物
語(

上)』

に
お
け
る

｢

ボ
ケ｣

と

｢

ツ
ッ
コ
ミ｣

の
表
現
効
果

中

村

朱

里

オ
ン
ラ
イ
ン
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ルV

R
chat

、D
iscord

の
比
較
か
ら
見
る
、
仮
想
空
間
の
要
素
が

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
及
ぼ
す
影
響
に
つ
い
て

久

野

翔

馬

ス
キ
ン
ケ
ア
に
お
け
る
触
覚
を
表
す
オ
ノ
マ
ト
ペ
表
現

今

村

紗

理

｢

慰
め
・
励
ま
し｣

を
目
的
と
し
た
談
話
の
事
例
研
究川

端

彩

乃

L
IN
E

に
よ
る
リ
ア
ル
タ
イ
ム
会
話
終
結
の
研
究

木

河

紘

平

｢
お
か
あ
さ
ん
と
い
っ
し
ょ｣

内
の
人
形
劇
に
お
け
る

音
象
徴
と
視
覚
イ
メ
ー
ジ
の
相
関

巽

麻

結
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｢
父
母｣

を
詠
う
防
人
歌
の
形
成
に
お
け
る

｢
孝｣

の
論
理
と
改
作
に
つ
い
て

田

畑

柾

輝

泣
い
て
い
る
絵
文
字
の
使
用
と
実
態

西

川

未

来

雑
談
に
お
け
る
重
複
と
タ
ー
ン
の
移
行
に
つ
い
て

廣

田

冴

映

T
w
itter

に
お
け
る
ハ
ッ
シ
ュ
タ
グ
の
使
用
傾
向
の
分
析

福

井

梨

理

日
本
流
行
歌
の
歌
詞
に
お
け
る
二
重
表
記
の
使
用
状
況
と
変
化

細

田

和

奏

L
IN
E

と
対
話
に
お
け
る
フ
ィ
ラ
ー
の
使
用
状
況
の
違
い

山

口

結

香

L
IN
E

の
特
徴
と
依
頼
表
現
に
み
ら
れ
る

消
極
的
フ
ェ
イ
ス
の
侵
害
と
の
関
係
性

吉

田

萌

生
L
IN
E

に
お
け
る
勧
誘
の
断
り
の
特
徴

吉

田

梨

恋

少
女
漫
画
に
お
け
るSN

S

の
使
用
と
役
割

若

林

真

穂

柳
沢
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

『

蛤
の
草
紙』

本
文
考

浅

井

初

音

｢

菊
花
の
約｣

の
菊
が
意
味
す
る
も
の

池

田

萌

子

『

曽
根
崎
心
中』

の
原
作
と
現
行
床
本

泉

山

果

凜

『

壇
浦
兜
軍
記』

に
つ
い
て
の
考
察

『

出
世
景
清』

と
比
較
し
て

板

谷

莉

杏

井
原
西
鶴
の
遊
女
観

『

好
色
一
代
男』

と

『

諸
艶
大
鑑』

を
中
心
に

川

根

怜

奈

『

源
氏
物
語』

が

｢

吉
備
津
の
釜｣

に
与
え
た
影
響

他
の
典
拠
と
の
比
較
を
交
え
て

小
酒
井

菜

那

『

民
用
晴
雨
便
覧』

に
み
る
中
西
敬
房
の
天
気
の
予
測
方
法
と

摂
陽
に
吹
く
風
に
つ
い
て

小

島

し
え
る

『

太
平
百
物
語』

に
み
る
異
類
婚

高

橋

未
来
音

『

箱
入
娘
面
屋
人
魚』

の
登
場
人
物
と
モ
チ
ー
フ
に
つ
い
て

人
魚
を
中
心
に

竹

内

里

沙

『

死
霊
解
脱
物
語
聞
書』

か
ら

『

法
懸
松
成
田
利
剣』

へ

登
場
人
物
の
比
較
を
中
心
に

内

藤

汐

海

芭
蕉
と
俳
諧

『

旅
寝
論』

『

去
来
抄』

『

三
冊
子』

を
中
心
に

中

村

紅

音

｢

助
六｣
の
い
ま

藤

田

夏

花
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『
百
人
女
郎
品
定』

に
お
け
る
模
様
に
つ
い
て

『

正
徳
ひ
な
形』

と
比
較
し
て

山

北

深

月

江
戸
時
代
資
料
に
見
る
東
海
道
赤
坂
宿

山

田

麻
衣
子

小
川
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

小
野
篁
像
の
変
遷
を
探
る

往
来
物
を
中
心
に

大

熊

彩

愛

優
生
学
と
障
害
者

精
神
障
害
を
中
心
に

太

田

弥

吹

江
戸
時
代
に
お
け
る
女
髪
型
と
そ
の
変
遷
に
つ
い
て
の
考
察

美
容
指
南
書
を
中
心
に

小

林

美

友

鎖
国
下
に
お
け
る
日
本
と
ロ
シ
ア

ゴ
ロ
ヴ
ニ
ン
が
見
た
日
本

佐

々

天

音

近
世
初
期
・
豊
後
に
お
け
る
伊
勢
信
仰
と
キ
リ
ス
ト
教

キ
リ
シ
タ
ン
大
名
・
大
友
宗
麟
と

そ
の
家
臣
団
を
中
心
に

柴

田

紗

和

小
池
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

｢

山
姥
切
国
広｣

の
作
刀
と

｢

本
作
長
義｣

の
銘
入
れ
背
景
の
考
察

館
林
長
尾
氏
と
小
田
原
北
条
氏
の
関
係
性
か
ら

西

晴

香

中
世
寺
院
社
会
に
お
け
る
稚
児
の
存
在

浅

野

七

海

真
宗
教
団
と
有
徳
人

小

川

詩

織

芸
能
と
買
売
春
か
ら
み
る
中
世

｢

遊
女｣

の
姿

河

辺

明
日
美

菅
原
道
真
に
み
る
中
世
に
お
け
る
怨
霊
と
鎮
魂
の
歴
史

久
保
田

帆

南

王
権
の
神
話
と
出
雲
の
特
殊
性

柴

崎

隼

人

絵
巻
物
に
見
る
寝
殿
造
か
ら
書
院
造
の
変
遷

杉

浦

有

結

『

日
本
書
紀』

垂
仁
紀
に
お
け
る
埴
輪
伝
承
の
考
察竹

内

萌

恵

蒙
古
襲
来
に
お
け
る
暴
風
の
実
態
と
神
風
思
想

中

西

多

聞

中
世
に
お
け
る
伊
勢
神
宮
と
信
仰
の
拡
が
り

宮

村

栞

理

平
安
時
代
の
正
妻
と
側
室

『

源
氏
物
語』

の

｢

紫
の
上｣

を
事
例
に

武

藤

静

夏

祈
年
祭
班
幣
制
度
と
実
態

森

島

啓

太
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古
代･

中
世
の
人
々
の
方
角
禁
忌
の
認
識

山

田

瑞

稀

小
早
川
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

ネ
ッ
ト
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

｢

大
衆｣

化

仮
想
空
間
に
お
け
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形
成
を
中
心
に

竹

谷

一

眞

団
地
の
民
俗豊

田
市
・
伊
保
原
団
地
を
事
例
と
し
て

澤

田

知

里

岐
阜
県
輪
之
内
町

｢

ぞ
う
す
い
祭｣

に
つ
い
て

入

山

美

穂

国
府
宮
は
だ
か
祭
り
に
お
け
る
大
鏡
餅

熊

崎

愛

唯

祭
り
の
存
続
に
つ
い
て
の
検
討

烏
森
神
社
お
湯
立
て
祭
り
を
事
例
と
し
て坂

岡

す
ず
寧

人
生
儀
礼
と
写
真
館

志

村

幸

穂

地
域
社
会
に
お
け
る
農
村
歌
舞
伎
の
役
割

三
河
地
域
を
中
心
に

鈴

木

陽

介

若
者
が
集
う
門
前
町

千
代
保
稲
荷
・
月
越
参
り
を
中
心
に

高

原

言

奈

競
艇
場
の
民
俗

常
滑
競
艇
を
中
心
に

竹

内

颯

汰

ネ
ッ
ト
ロ
ア
の
衰
退

掲
示
板
か
ら
動
画
へ
の
変
化
と
影
響

田

中

大

貴

人
形
送
り
考民

俗
社
会
に
お
け
る
排
除
の
理
論

畑

裕

貴

女
人
禁
制
の
変
化
と
現
状

桑
名
石
取
祭
を
中
心
と
し
て

福

井

翔

太

白
根
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

近
世
武
家
社
会
に
お
け
る
刀
剣
と
刀
工

島
津
家
を
事
例
に

井
手
上

郁

弥

『
孝
子
伝』

に
み
る
表
彰
者
の
特
色
と
農
村
社
会

上

田

暖
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幕
末
京
都
に
お
け
る
新
選
組
の
活
動
と
特
質

池
田
屋
事
件
・
禁
門
の
変
を
中
心
に

大

西

彩

夏

江
戸
周
辺
地
域
に
お
け
る
講
中
の
特
色
と
伊
勢
参
宮大

西

啓

太

言
行
録
に
み
る
松
平
信
明
の
明
君
像

大

村

卓

緒

古
川
古
松
軒
の
紀
行
文
に
み
る
批
判
的
精
神

『

西
遊
雑
記』

『

東
遊
雑
記』

を
中
心
に

近

藤

涼

香

江
戸
幕
府
の
関
所
改
め
と
女
性

今
切
関
所
を
事
例
に

島

野

佑

真

国
持
大
名
の
家
格
と
婚
姻

佐
竹
家
を
事
例
に

下

地

彩

音

幕
末
政
局
に
お
け
る
高
杉
晋
作
の

｢

大
業｣

中

島

柚

奈

慶
長
期
に
お
け
る
公
儀
普
請
の
様
相
と
幕
藩
関
係

名
古
屋
城
普
請
を
中
心
に

林

美

吟

月
岡
芳
年
が
描
い
た
幕
末
維
新

｢

桜
田
門
外
の
変｣

・｢

戊
辰
戦
争｣

を
中
心
に

林

百

香

宝
暦
改
暦
を
め
ぐ
る
朝
幕
関
係
と
土
御
門
家

平

井

仁

貴

幕
末
に
お
け
る
訪
日
外
国
人
が
見
た
日
本

オ
ラ
ン
ダ
商
人
デ
・
コ
ー
ニ
ン
グ
を
事
例
に

平

林

由

衣

近
世
大
名
家
に
お
け
る
正
室
・
側
室
の
格
式
と
葬
送
儀
礼

島
津
家
を
中
心
に

前

田

紗

奈

江
戸
中
・
後
期
に
お
け
る
大
名
家
の
婚
姻
政
策

上
杉
家
を
事
例
に

水

谷

奈
々
世

中
元
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

後
藤
新
平
と
台
湾
に
お
け
る
阿
片
事
業
・
糖
業
の
展
開

青

嶋

雅

光

｢

新
日
本
建
設
に
関
す
る
詔
書｣

と
朝
日
・
読
売
新
聞
社
の

報
道
姿
勢

石

田

達

也

戦
前
に
お
け
る
受
験
生
と
受
験
雑
誌

伊

藤

泰

輝

昭
和
戦
前
・
戦
後
に
お
け
る
合
唱
と
そ
の
変
遷

合
唱
団
体
・
指
導
者
・
メ
デ
ィ
ア
を
中
心
に

小

谷

都

日
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日
露
戦
争
期
に
お
け
る
ロ
シ
ア
人
捕
虜
へ
の

行
政
・
報
道
・
民
間
の
対
応

名
古
屋
の
新
聞
報
道
を
中
心
に

小

林

加

奈

田
中
耕
太
郎
と
自
然
法

｢

教
育
勅
語｣

か
ら
教
育
基
本
法
へ
の
道

後

藤

伊

吹

明
治
時
代
に
お
け
る
観
艦
式
に
対
す
る
天
皇
・
皇
族
の
意
図

慶
応
四
年
・
明
治
三
十
三
年
・
明
治
三
十
八
年
の

観
艦
式
を
比
較
し
て

高

橋

英

聖

豊
田
市
に
お
け
る
交
通
安
全
対
策

都
市
交
通
問
題
と
交
通
安
全
計
画

高

橋

瞭

戦
前
・
戦
後
に
お
け
る
名
古
屋
の
都
市
計
画

石
川
栄
耀
と
田
淵
寿
郎
を
中
心
に

田

口

舜

也

戦
前
に
お
け
る
吉
田
茂
の
外
交
構
想

中

川

雄

太

松
坂
屋
の
広
告
戦
略
と
女
性
店
員
の
活
躍

三
越
と
の
比
較
を
中
心
に

西

井

詩

織

働
く
近
代
女
性
の
実
像

｢

職
業
婦
人｣

・｢

労
働
婦
人｣

を
中
心
に

平

石

七

海

大
学
自
治
と
警
察
の
警
備
情
報
収
集
活
動

名
古
屋
公
安
ス
パ
イ
事
件
を
中
心
に

古

木

龍
太
郎

村
野
山
人
と
京
都
に
お
け
る
乃
木
神
社
の
創
建

宮

田

智

生

戦
後
に
お
け
る
伊
勢
修
学
旅
行
の

｢

復
活｣

と
そ
の
背
景

森

翔

太

庄
林
一
正
と
愛
親
社

国
民
協
会
加
入
以
降
を
中
心
に

山

下

五
路
八

播
磨
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

織
豊
期
の
権
力
者
と
堺
商
人
の
動
向

千
利
休
の
政
治
参
入

二

村

泰

隆

本
願
寺
と
織
田
政
権

石
山
合
戦
講
和
を
中
心
に

伊

東

竜
之
介

織
田
信
長
・
羽
柴
秀
吉
の
対
毛
利
氏
外
交

大

脇

将

吾

織
豊
期
の
料
理
に
つ
い
て

須

崎

愛

美

｢
京
都
退
去｣

後
の
足
利
義
昭
の
影
響
力

帰
洛
要
請
文
書
を
中
心
に

高

絢
一
郎

信
長
・
秀
吉
の
北
伊
勢
侵
攻

中

西

律
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中
世
の
桑
名
像

丹

羽

か
の
ん

文
書
・
記
録
か
ら
見
る
関
白
秀
次
と
太
閤
秀
吉
の
関
係
性

日
比
野

武

尊

豊
臣
政
権
に
お
け
る
織
田
信
雄
の
役
割

松

浦

楽

豊
臣
政
権
の
奥
羽
仕
置
に
お
け
る
石
田
三
成
に
つ
い
て

松

田

朋

子
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